



































































































































































































































































1 1 法学概論 (3)，基礎法律英語1(2) 
(学部
基礎) 2 民法総長リ (3)，基礎法律英語I(2)，科学技術と法 (2)
学年 学期 専攻必須 専攻選択 学点計
怒法1(3) 物権法 (3)
I 刑法総論 (3) 商法総員百・施行為法 (3) 20 

























































































































1 l 法学概論 (3)，基礎法律英語1(2)，科学技術と法 (2)
(学部
基礎) 2 民法総別 (3)，完憲法1(3)， ~毒礎法律英語 II (2) 












Design保護法 (2) 知的財産主権出綴・審査・登録実務 (2)







































































































(2) 市場の婆求事項 (Needsof Market)を充足させる教育
卒業と同時に現場の仕事 (ex.技術分野別の明細書の作成，特許審判・訴訟業務
の遂行等)を直ちに行うことのできる実務総力の養成
(3) 国際約な水準の特許・知的財産権法学の教育
国際的な感覚をもって外悶との特許・知的財産権の紛争を解決できる能力を養成
しなければならない。
ウ. 口ースクールにおける特許・知的財産権法学の教育システム
(1) 分野別の現場の専門家を最大限活用するネットワークシステムの犠築
@ 特許庁の審査・審判官，特許法院の判事および技術審理官，大団地域の弁理
土・特許専門弁護士，企業の特許管理部署の専門家，大徳研究団地の研究所の
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(報告2)特許法学教育の現況と発展方向
技術分野別の専門研究員等を兼任教授・講師として招勝・活用する産・学・
研・官の協力による教育・訓練システムの構築
@ 地域の特許事務所，法務法人，特許庁，特許法院等で関連実務を習う intem-
ship制度の運営
@ 環境法・情報通信法・資源法・エネノレギ一法等の様々で均衡のとれた科学技
術法分野の学習機会の付与，現場適応力の強化
(2) 知的財産権法研究センターの鉱大・強化と知的財産権情報・実習センターの設置・
運営
特許・知的財産権法研究センターの機能を拡大・強化し，知的財康権情報・実習
センタ-{:'設置・運営して，知的財産権情報の活用能力を強化しなければならな
し、。
(3) 外国の著名大学および研究所との交流
外由人の専門家主?招聴い外国の大学と学生・教授を交流・研修して外国の知的
財産権法の知識を直接習得できるようにし，
外国特許・知的財産権業務処理能力および国際的な特許・知的財産権紛争の解決
能力を溜養して，国際競争力を備えるようにする。
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